
原
子
力
発
電
施
設
解
体
引
当
金
に
関
す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

原
子
力
発
電
施
設
解
体
引
当
金
に
関
す
る
省
令
（
平
成
元
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。）及
び
実
用
発
電
用
原
子

炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用

語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。）及
び
実
用
発
電
用
原
子

炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用

語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
四

﹇
略
﹈

一
〜
四

﹇
略
﹈

五

「
積
立
期
間
」
と
は
、
特
定
原
子
力
発
電
施
設
の
設
置
後
初
め
て
発
電
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し

て
四
十
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
期
間
（
第
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
の
通

知
が
あ
っ
た
場
合
に
は
直
近
の
当
該
通
知
が
あ
っ
た
期
間
と
し
、
同
条
第
四
項
の
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か

ら
当
該
申
請
に
基
づ
く
承
認
に
関
す
る
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
期
間
と
す
る
。）

を
い
う
。

五

「
積
立
期
間
」
と
は
、
特
定
原
子
力
発
電
施
設
の
設
置
後
初
め
て
発
電
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し

て
五
十
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
期
間
（
第
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
項
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

直
近
の
当
該
通
知
が
あ
っ
た
期
間
）
を
い
う
。

（
総
見
積
額
の
承
認
）

（
総
見
積
額
の
承
認
）

第
二
条

対
象
発
電
事
業
者
は
、
毎
事
業
年
度
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
総
見
積
額
（
第
五
条
第
一

項
の
承
認
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。）を
定
め
、
当
該
事
業
年
度
末
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

対
象
発
電
事
業
者
は
、
毎
事
業
年
度
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
総
見
積
額
を
定
め
、
当
該

事
業
年
度
末
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

対
象
発
電
事
業
者
は
、
合
併
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
特
定
原
子
力
発
電
施
設
（
第
五
条
第
一
項
の
承
認
に
係

る
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
次
条
第
一
項
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四

条
に
お
い
て
同
じ
。）を
承
継
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
当
該
合
併
若
し
く
は
分
割
又
は
譲
渡
し
の
日
の
前
日
が
属
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
は
、
同
日
に
お
け

る
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
に
係
る
総
見
積
額
を
定
め
、
同
日
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
日
が
事
業
年
度
終
了
の
日
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

対
象
発
電
事
業
者
は
、
合
併
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
承
継
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

又
は
特
定
原
子
力
発
電
施
設
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
合
併
若
し
く
は
分
割
又
は
譲
渡
し
の
日

の
前
日
が
属
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
は
、
同
日
に
お
け
る
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
に
係
る
総
見
積
額
を

定
め
、
同
日
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
日
が
事
業
年
度
終
了

の
日
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

（
積
立
期
間
の
変
更
）

（
積
立
期
間
の
変
更
）

第
二
条
の
二

経
済
産
業
大
臣
は
、
対
象
発
電
事
業
者
か
ら
次
項
の
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
対
象
発
電
事

業
者
に
対
し
、
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
の
設
置
後
初
め
て
発
電
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
報
告
に
係

る
延
長
さ
れ
た
期
間
の
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
を
次
条
の
積
立
て
を
行
う
べ
き
積
立
期
間
と
し

て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
二

経
済
産
業
大
臣
は
、
対
象
発
電
事
業
者
か
ら
特
定
原
子
力
発
電
施
設
に
係
る
原
子
炉
の
運
転
の
廃

止
（
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
の
設
置
後
初
め
て
発
電
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
四
十
年
を
経
過

す
る
月
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
電
気
事
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
七
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
対
象
発
電
事
業
者
に
対
し
、
当
該
特
定
原
子
力
発
電
施
設
の
設
置
後
初
め

て
発
電
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
廃
止
が
行
わ
れ
る
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
月

ま
で
の
期
間
を
次
条
の
積
立
て
を
行
う
べ
き
積
立
期
間
と
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

対
象
発
電
事
業
者
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長

が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

対
象
発
電
事
業
者
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
原
子
炉
等
規
制
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
と
き
又

は
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
原
子
炉
等
規

制
法
第
十
二
条
の
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
報
告
を
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
写
し
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
報
告
を
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
、
又
は
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届

け
出
た
廃
止
措
置
計
画
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
廃
止
措
置
計
画

を
い
う
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
十
七
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
原
子
力
発
電
施
設
解
体
引
当
金
に
関
す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成


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